
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中 学 部 



 

中学部の研究について 
 

１ 研究主題      

生徒が主体的に学び、その学びを実感する授業づくり 

  

２ 学部研究の重点 
・生徒が自信をもって学んだり、学んだことを実感したりするための導入や振り返り、支援の在り方

について検討する。 

・国語科の授業において、ＩＣＴ機器を効果的に活用した授業づくりを行う。 
 

３ 重点の設定理由 
中学部は、小学部で培った力を土台として、日常生活や社会生活で必要とされる力の基礎を育てる

時期であると考える。 
昨年度は、生徒が主体となって学びをつないでいく授業づくりとして、生徒の学びをつなぐための

単元づくりや授業づくりに取り組んだ。生徒が身に付けた力を発揮する場を効果的に設定したことで、

生徒が見通しをもって活動を進めたり、繰り返しの中で自信をもって活動に取り組んだりできた。し

かし、生徒が達成感を感じることのできる支援や振り返りの方法については課題が残った。 
また、生活単元学習ではＩＣＴ機器を活用する機会が増え、生徒の学習への意欲付けにつながった

り、友達と評価し合ったり、教え合ったりすることができた。しかし、生活単元学習以外の授業での

活用については、まだ進んでおらず、活用の仕方について課題が残った。 
今年度の中学部生は、物事に対して自分の意見をもつことができるが、それを順序立てて説明した

り、文章や言葉で表現したりすることに課題が見られた。このことから、順序や筋道立てて考えたり

伝えたりする力が必要であると考え国語科を設定した。そして、昨年度までの成果と課題を受けて、

学部研究の重点を上記の二点とした。生徒が自信をもって学んだり、学んだことを実感したりするた

めの導入や振り返り、支援の在り方について検討することで、国語科の授業の質の向上につながり、

資質・能力を確かに育てることができると考える。また、ＩＣＴ機器を効果的に活用した授業づくり

を行うことで、生徒の学習意欲を高めるとともに、より学びを実感することができると考え、重点を

設定した。 
 

４ 研究仮説 
  国語科を対象教科とし、目標や評価を明確にした単元・授業づくり、及び一単位時間の授業におけ

るめあてや振り返り、手立てなどを工夫しながら授業改善を行う。これらの実践を積み重ねていくこ

とで、単元や授業の質が向上し、生徒一人一人が目的意識をもって主体的に学習活動に取り組み、学

びを実感する姿を実現することができるだろう。 

 

５ 研究内容・方法 
（１）生徒が主体的に学び、その学びを積み重ねる単元づくり 

①研究対象となる国語科の目標及び評価の視点を明確にした単元づくり 

 ・研究対象となる国語科の年間単元、及び小単元の検討と評価 

 ・他の学習場面との関連付け 

②抽出生徒の変容の継続的な見取りと、それに伴う単元の改善 

 ・学習グループにおける、抽出生徒の実態や目標の検討と整理 

 ・抽出生徒の変容の定期的な評価と共有 

・抽出生徒の変容を受けた単元の改善 
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（２）生徒が学びを実感できる授業づくり                      

①「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業づくり 

 ・「主体的・対話的で深い学び」の視点に沿った、一単位時間の授業の構成及び手立ての検討 

 ・一単位時間の授業の目標、及び評価の検討、改善 

 ・生徒が主体的に学ぶ姿、学びを実感する姿の明確化 

 ・めあてと振り返りの在り方の検討と実施、改善 

②研究授業と授業研究会の実施 

 ・事前授業研究会、全校授業研究会の実施 

③ＩＣＴ機器の効果的な活用方法の検討と実施 

 ・学習活動におけるＩＣＴ機器の活用についての検討 

④授業づくりの情報交換、共有の機会の設定 

・学部内で授業づくりに関する情報を共有する機会の設定 

 ・教材を展示し、見合う時間の設定 
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６ 中学部研究計画 
月 主な内容 

４月  
【研究日】 

・中学部研究の方向性の確認  

５月 

【研究日】 

・「主体的に学ぶ姿」「学びを実感する姿」の確認 

・国語科の重点事項の確認 

・事例対象生徒の抽出 

・ＩＣＴミニ研修（モニター、iPad） 

６月 

【研究日】 

・抽出児童の実態やねらいの確認 

・ＩＣＴミニ研修（実物投影機） 

【単元・題材検討日①】 

・令和５年度みんなのためにプロジェクトについて 

７月 

【研究日】 

・抽出生徒の実態や変容の確認と単元の検討 

・めあてと振り返りの在り方についての検討 

・ＩＣＴミニ研修（電子黒板） 

【単元・題材検討日②】 

・国語科の年間指導計画、前期実施の授業の見直し 

・対象グループの単元・題材構想の検討 

９月 

【研究日】 

・第１回全校授業研究会の振り返り 

・全校授業研究会に向けて①（単元構想の確認、検討） 

・ＩＣＴミニ研修（ロイロノート） 

【単元・題材検討日③】 

・国語科と他教科とのつながりの確認 

・みんなのためにプロジェクトの前期振り返りと後期に向けて 

【教材展示会】 

・国語科の教材を展示し、見合う  

１０月 

【研究日】 

・抽出生徒の変容の確認 

・全校授業研究会に向けて②（一単位授業の検討） 

・事前授業研究会 

１１月 

【研究日】 

・全校授業研究会に向けて③ 

【全校授業研究会】 

・全校授業研究会授業提示、研究会 

１２月 
【研究日】 

・中学部全校授業研究会を終えて 

１月  

【研究日】 

・第３回全校授業研究会の振り返り 

・授業実践シートの作成、実施 

・学部研究のまとめ（成果と課題） 

【単元・題材検討日④】 

・国語科の単元題材の評価と次年度に向けて 

２月 

【単元・題材検討日⑤】 

・今年度の振り返り 

・みんなのためにプロジェクト後期の振り返りと次年度に向けて 

３月 
【研究日】 

・次年度の研究に向けて 
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７ 研究の実際 
（１）生徒が主体的に学び、その学びを積み重ねる単元づくり 

①研究対象となる国語科の目標及び評価の視点を明確にした単元づくり 

・年度初めに、中学部生の国語科における実態を共有し、目指す姿を学部職員で検討した。それ 

と学習指導要領を関連付け、「中学部 国語科で大切にしたいこと」を設定した（図１）。これ

を基に単元づくりを行った。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図１ 中学部 国語科で大切にしたいこと】 

 

 

【図１ 中学部国語科における大切にしたいこと】 

 

・全校授業研究会で授業提示を行うＡグループについて、単元・題材構想シートを用いて単元の

検討を学部職員で行った（図２）。「中学部 国語科で大切にしたいこと」と関連付け、学習指

導要領に基づいて単元の目標、評価を設定した。下段の指導計画では、生徒が意欲的に取り組

める単元のゴールを設定し、目標を達成するための小単元の内容を検討した。小単元の題材は、

生徒の実態を踏まえ、国語☆☆☆☆、小学校４年生国語科の教科書の内容を参考に抽出した。

また、各小単元で学びにつながる工夫を検討し、よかった点を継続してきた。 

 

＜成果：○ 課題：△＞ 

○単元の目標を学習指導要領に基づいて設定することができた。それによって評価の視点も明確

になった。 

○生徒の学びにつなげるための工夫や、改善点を学部職員で検討することができた。 

○授業者は、単元のゴールを見据えて小単元の内容を検討することができた。 

△単元・題材構想シートに記載した評価の視点で、実際に評価する機会を設定する必要がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 
【国語科における実態、学部で目指す姿など】 

・社会人、職業人として必要な言葉（敬語、挨拶、言葉遣いなど）を身に付ける必要がある。 

・語彙を増やしたい。 

・文章を読んで情報を得る力を身につける必要がある。 

・物語文を読んで登場人物の心情を考えることはできるが、それを説明したり、文章に表現した

りすることに課題があった。 

・自分の意見や、何を伝えたいのかはあるが、順序立てて説明、表現することに課題がある。 

・相手（他者）の感じ方、気持ちを受け入れることに課題がある。 

◎考える力はついてきているので、「伝える力」を！ 

【学部で大切にしたいこと】 

・前提として･･･適切な言葉遣い、話し方の手本、様々な表現、語彙を示していく。 

・国語科目標イ、C 読むことイ「出来事の順序や気持ちの変化～を捉えること」） 

中学部１段階及び２段階 Ｂ書くこと イ、ウ、エ Ｃ読むこと イ、エ 

◎順序、筋道立てて考える力 、表現する力を育む。 

↓ 

・自分の考えや気持ちを順序、筋道立てて伝える。 

・人の思いや気持ちを受け入れる。 
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【図２ 単元・題材構想シート】 

※シート実物は、学部研究資料後半に添付 

 

②抽出生徒の変容の継続的な見取りと、それに伴う単元の改善 

 ・学部から１名生徒を抽出し、変容を継続的に見取り、その様子から単元の改善を行ってきた。

始めに抽出生徒の実態把握を行った。その際、学習指導要領国語科小学部１段階から中学部２

段階までのすべての項目で◎、○、△を付けて実態を把握し、それを学部職員で共有、共通理

解を図った（図３）。その後、抽出生徒事例検討シートを作成し（図４）、抽出生徒の「主体的

に学ぶ姿」「学びを実感する姿」を学部で明確にしたり、学習の様子を記録して共有したりした。

小単元が終わるごとに、学部職員で実際に見られた生徒の様子、変容を共有し、単元の改善に

つなげた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図３ 実態把握を基に作成した表】 

 

 

 

学習指導要領の目標・内容を確認した上で 

単元の目標を設定 

 
学びの実感につなげるための工夫を学部

職員で検討、よかった点を継続 

 

学習指導要領「国語科 B

書くこと」の内容ごとに

実態を◎、〇、△で把握 
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【図４ 抽出生徒事例検討シート】 

※シート実物は、学部研究資料後半に添付 

 

＜成果：○ 課題△＞ 

○学習指導要領と関連付けて実態を確認したことで、より具体的に実態把握することができた。

○小単元が終わるごとに、実際に見られた生徒の様子や変容を共有したことで、複数の視点で具   

体的に見取ることができた。またそれを基に、次の単元や授業への具体的な改善案を出すこと

ができた。 

△小単元が終わってから生徒の様子・変容を記録するまでに期間を空けてしまうことがあり、実

際の様子を思い出せないことがあった。小単元が終わってすぐに記録するべきだった。 

 

・抽出生徒の変容を基に単元の改善を繰り返したことで、生徒が苦手とする単元に主体的に取り組 

んだり、学びを実感したりする姿が見られた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

＜抽出生徒の主な変容＞ 

・自分の考えや気持ちを文章に表すことに苦手意識があったが、ワークシートを工夫したり、小

単元で学びを積み重ねたりすることで、伝えたい情報の組み合わせ方が分かって作文を書ける

ようになってきた。 

・作文のテーマを自分で設定できるようにしたことで、苦手な作文にも意欲的に書いていた。 

・何を学習するのかが分かるめあてを設定したことで、１時間で何が分かったのか自己理解でき

ていた。 

・「始め－中－終わり」の単元の振り返りに「お話の時もしゃべる順番がバラバラだと分からな

くなると思いました」と記入しており、本時の学びの重要性に気付き、自分で日常生活と関連

付けていた。 

・単元最後の振り返りに「作文が好きになりました。」「勉強し 

ていくうちに自分でも作文を書けるようになって、成長した 

なと感じました」と記入しており、学びを実感している姿が 

見られた。 

 

 

                          【写真１ 作文を書く生徒の様子】 

 
実際に見られた「主体的に学ぶ姿」、 

「学びを実感する姿」を記録、共有 

実際の生徒の様子を踏まえ、

次の単元への改善点を検討 
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（２）生徒が学びを実感できる授業づくり  

①「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業づくり 

・５月に「生徒が主体的に学ぶ姿、学びを実感する姿」について、学部、学習グループごとに検

討してまとめた。９月に改めて学部職員で検討し、見直しを図った（図５）。また、学びを実感

するためのめあて、振り返りの在り方についても意見交換をし、検討した（図６）。 

【図５ 中学部 主体的に学ぶ姿、学びを実感する姿】 

 

めあて 振り返り 

・生徒の発言、前時の内容・振り返りからめあ

てにつなげる。 

・生徒にとって本時のゴールが分かるようにす

る。 

・できたことを視覚化し、蓄積する。 

・めあてや次時へつながりをもたせる。 

・生徒が「分かったことを、自分で分かっている

か」を大切にする。 

【図６ 中学部 めあて・振り返りの在り方】 

 

＜成果：○ 課題：△＞ 

○研究対象グループでは、「生徒が主体的に学ぶ姿、学びを実感する姿」を明確化したことで、単

元終了後に、「主体的に学んでいたか」「学びを実感していたか」を評価することができた。 

○振り返りの『「分かったことを自分で分かっているか」を大切にする』という中学部での重要な

視点を、学部職員で意識することができた。 

△研究対象以外のグループについては、明確にした「生徒が主体的に学ぶ姿、学びを実感する姿」

を振り返ったり、実際の授業に生かしたりする意識付けに結び付けることができなかった。 

△研究対象以外のグループ、他教科の授業での、学びを実感するためのめあてや振り返りの工夫

につなげていきたい。 

 

・３回の全校授業研究会やこれまでの研究日での取組を生かして、冬休み中に学習グループごとに

授業実践シートを作成し、日頃の自分の授業を振り返るとともに、各学習グループで授業の目標

や評価、めあてと振り返りの在り方を検討した（図７）。授業実践シートを通して、授業目標、評

価、めあて、振り返り、学びの実感につながる手立てをそれぞれで明確にした上で、冬休み明け

にそれぞれで実践した。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図７ 授業実践シートの一部】 

主体的に学ぶ姿 学びを実感する姿 

「自分から」 

知ろうとする、調べる、答える、伝える、疑問

に思う、質問する、興味をもつ。 

・この時間で何が分かったのかが分かる。 

・できるようになった自分を認める。 

・「自信をもって」相手に教えたり説明したりす

る。 

 

一単位時間の目

標、めあて、振り

返りの仕方を見

直すとともに、学

びの実感につな

がる手立てを検

討し、各グループ

で実践した。 
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＜成果：○ 課題：△＞ 

〇これまでの授業を振り返り、一単位時間の授業について各職員が考える時間となった。 

 ○これまでの研究日や３回の全校授業研究会を踏まえ、今年度のまとめとして研究内容を自分事

として捉え、自分のグループについて検討する機会となった。 

△授業実践シートの共有や、口頭での説明を行った。実際に授業を見る機会があればよい。 

 

②研究授業と授業研究会の実施 

 ・全校授業研究会前に事前授業研究会を行い、対象グループの国語科の授業について話合いを行

った（写真２、３、４）。 

 

 

 

 

   

 

 

【写真２、３ 事前授業研究会 授業の様子】     【写真４ 事前授業研究会の様子】 

 

・事前授業研究会では、継続していくところ、改善すべきところについて意見を出し合い、全校授

業研究会の提示授業へとつなげた（図８）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図８ 事前授業研究会で出た改善点】 

＜成果＞ 

○事前授業研究会を行うことで、実際の生徒の様子を踏まえて、具体的な改善点を複数の視点か

ら見出すことができた。 

〇全校授業研究会を通して、他学部の職員からよかった点や単元の今後について意見をいただき、

その後の研究日を通して、学部職員で検討することができた。 

 

③ＩＣＴ機器の効果的な活用方法の検討と実施 

（ア）生徒の活用 

・国語科で生徒が学びを実感するために、「重要なポイントを確認する」「これまでの学びを蓄

積し、必要なときに自分で振り返る」「友達と成果を共有する」ことをＩＣＴ機器で行うこ

とが可能か検討してきた。その過程で、ロイロノートがそれらの機能を有しており、効果的

に活用できたため、生徒一人一人の iPadでロイロノートを毎時間活用した。 

（写真５、６、７） 

 

△前時に見られた課題を 

踏まえためあて、内容 

の検討が必要 

→前時に見られた生徒の 

課題に寄り添った言葉 

掛けや内容の設定 

 

 

△これまでの学習と

のつながりが必要 

→前時までの学習内

容と関連するワー

クシートを作成 

 

△生徒同士で評価する

場面があるとよい 

→教師が評価する前に

生徒同士で評価する

流れに変更 
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＜成果：○ 課題：△＞ 

○ロイロノートを毎時間活用したことで、これまでの学びを蓄積することができた。どこにどの

学びが蓄積されているのか生徒自身が分かり、自分で必要なときに自分で振り返ることができ

ていた。 

○ロイロノートを活用することで、友達の作文を自分から見るようになったり、よいところに自

分で注目することができたりした。 

△ロイロノートで蓄積してきたページを、他の単元や他教科、別の場面でも実際に使用していき

たい。 

 

 

 

 

 

 

【写真５、６、７ 授業でのロイロノートの活用】 

 

（イ）職員の研修 

  ・研究日に、生徒が使用しているロイロノートの機能を学部職員全員が体験し、その機能の有

効性について確認した（写真８、９）。 

・研究日にＩＣＴミニ研修を毎回実施した。普段授業で使用する頻度の高い、電子黒板やモニ 

ター、実物投影機の基本的な操作方法を確認した（写真１０）。 

 

 

 

 

 

 

【写真８、９ 中学部職員 ロイロノート研修】   【写真１０ ＩＣＴ機器ミニ研修】 

 

＜成果：○ 課題：△＞ 

○生徒が実際に使う機能を体験したことで、生徒が使用する際の注意点や、機能の有効性を複数

人で確認することができた。 

○普段の授業で使用頻度が高いＩＣＴ機器の基本操作を丁寧に確認したことで、ＩＣＴ機器を使

用することに対する抵抗感が減ったり、次の日から活用できる情報を得たりすることができた。 

○普段使用していて分からなかったことを、全員で確認する機会となった。 

△他教科でのロイロノート等 iPadの機能の活用を検討していく。 

△毎回新しい機能を研修したが、研修済みの内容を定期的に振り返り、定着する機会を設定して

いきたい。 

  

④授業づくりの情報交換、共有の機会の設定 

 ・中学部国語科の教材を見合う会を実施した。国語科Ａ～Ｆグループの学習で使用しているプリ

ントや教材を持ち寄って展示し、中学部職員で見合ったり、助言したりした（写真１２、１３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真１２、１３ 教材を見合う会の様子】 
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＜成果：○ 課題△＞ 

○普段グループ学習を行っているため教材を見る機会がなかったが、見合う会を実施したことで、

それぞれの生徒がどんな学習をしているのか共通理解することができた。 

○グループ担当以外の教員から助言をいただき、生徒の実態に合わせた教材づくり、授業づくり

のヒントを得ることができた。 

△助言を元に改善した後、どのような変化が見られたか等、改善後の共有が必要であった。 

△生徒が実際に使用している様子を見たり、教員同士で生徒役、教師役に分かれて使用してみる

等の機会を設定したい。 

 

８ 成果と課題のまとめ 

 成 果 

・「国語科における大切にしたいこと」を明確にする際や、抽出生徒事例検証シートを作成する際に、

実態把握を丁寧に行うことで、学習指導要領の目標・内容と関連付けることができた。それによっ

て単元・題材構想シートを作成する上で、単元の目標を学習指導要領に基づいて設定することがで

きた。また、それによって評価の視点を明確にすることができた。 

・抽出生徒の「主体的に学ぶ姿」「学びを実感する姿」を明確にしたことで、単元終了後に「主体的に

学んでいたか」「学びを実感することができたか」を、実際の姿と関連付けて見取ることができた。 

・抽出生徒の小単元ごとの変容を見取り、次単元への改善点を検討したことで、より生徒の主体性や

学びを実感することにつなげることができた。改善を繰り返しながら小単元を積み重ね、生徒の実

態に合わせた内容を設定したり、生徒に寄り添った支援を検討したりすることで、文章を書くこと

に苦手意識がある生徒が、作文を書くことの楽しさを感じ、主体的に書くことができるようになっ

た。また、振り返りに「作文を書けるようになって成長したと感じる」と、学びを実感する姿が見

られた。 

・ＩＣＴ機器（ロイロノート）を有効に活用したことで、これまでの学びを蓄積することができ、生

徒が自分で簡単に振り返ったり、友達の成果にも興味をもつようになったりした。 

・研究日にＩＣＴミニ研修を行うことで、ＩＣＴ機器を活用することに対する抵抗感を減らしたり、

日々の授業に役立つ情報を得たりすることができた。 

 

課 題 

 ・抽出生徒だけでなく、全生徒の「生徒が主体的に学ぶ姿、学びを実感する姿」を明確にする必要が

ある。 

・「主体的に学び、学びを実感するためのめあてと振り返り」とはどのようなものか検討したことで、

めあてと振り返りについて学部職員で考えを深めることができたが、実際にそれらを意識して授業

づくりをするところまで至らなかった。 

・単元での学びを発揮するゴールを単元内で設定するだけでなく、他教科等の学習と関連を図り、よ 

り生徒が学びを実感することができるようにしていくことが必要である。そのため、他教科等の活 

動で求められる国語科の資質・能力を明確にしたり、単元や活動計画と関連付けて単元づくりを行

ったりするなどの工夫が考えられる。 
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中学部 国語科各グループの 

「主体的に学ぶ姿」「学びを実感している姿」 
グループ 主体的に学ぶ姿 学びを実感している姿 

Ａ 

・自信をもっている。 ・自分ができるようになったことが分
かる。 

・過去の自分の姿と向き合っている。 

Ｂ 

・分からないことがあったとき
に、iPadを使用して自分から調

べる。 

・学んだことに対し、これまでの学び
を関連付けて発言している。 

Ｃ 

・やることが分かり、自分から学
習に取り組む。 

・少し難しい課題に、自分から質
問し、あきらめずにやってみよ
うとする。 

・「わかった、そういうことか！」と
反応している。 

・グループ活動での「そうだよね！」
という学び合いがある。 

Ｄ 

・自分で学習の準備をする。 
・「次の国語はいつですか？」「も
う一回やりたい」「今日は～が分

かったから、次もやったみた
い」という発言をする。 

・「今日は～に気を付けて…できた」
と話す。 

・「もうこの補助具がなくてもでき

る！」と話す。 
・別のプリントでも学んだことを生か
している。 

・「～で発表したい」という自信をも
っている。 

Ｅ 

・手を挙げて発表する。 
・やります！やりたい！と発言す   
 る。 
・問い掛けに対して答える。 
・顔を上げて話を聞いたり、友達

と話し合ったりしている。 

・自分の頑張りを見て（成果物、動
画）「できた！」「頑張った！」と発
言する。 

・「何を頑張りました？」という問い
かけに対し、自信をもって答える。 

Ｆ 

・自分から教師の真似をして発声
している。 

・文字に興味をもち、書こうとす  
る。 

・絵本を見て、知っている事物を
指さして表現する（自分から手
を伸ばす）。 

・日常生活で、学んだことと関連付け
て表現している。 

 

 

 

 

中学部 研究関連資料１ 
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国語科における実態、学部で目指す姿など 
グループ① グループ② 

・文字を読んで情報を得ることが難しい。
質問に対する答えの手がかりを見付ける
ことが難しい。 

・「順序立てて考える力」や「相手の感じ方
や考え方を受け入れる姿」を育みたい。 

・社会人や職業人として必要な敬語、挨拶、
話し方を身に付けたい。 

・物語文を読んで、出来事の順序を理解す
る力を身に付けたい。 

・自分の気持ちを伝えられるようになって
ほしい。 

・相手の気持ちを理解しようとする姿を育
みたい。 

・一人一人の感じ方に違いがあることを知
る。 

 

国語科における実態、学部で目指す姿など 

グループ① グループ② 
・文字を読んで情報を得ることが難しい。
質問に対する答えの手がかりを見付ける
ことが難しい。 

・「順序立てて考える力」や「相手の感じ方
や考え方を受け入れる姿」を育みたい。 

・社会人や職業人として必要な敬語、挨拶、
話し方を身に付けたい。 

・物語文を読んで、出来事の順序を理解す
る力を身に付けたい。 

・自分の気持ちを伝えられるようになって
ほしい。 

・相手の気持ちを理解しようとする姿を育
みたい。 

・一人一人の感じ方に違いがあることを知
る。 

令和５年度 中学部  国語科  における大切にしたいこと 

【国語科における実態、学部で目指す姿など】 
・社会人、職業人として必要な言葉（敬語、あいさつ、言葉遣いなど）を身に付ける必要が
ある 

 ・語彙を増やしたい 
・文章を読んで情報を得る力を身に付ける必要がある 
・物語文を読んで登場人物の心情を考えることはできるが、それを説明したり、文章に表現
したりすることに課題があった 

 ・自分の意見や、何を伝えたいのかはあるが、順序立てて説明、表現することに課題がある 
 ・相手（他者）の感じ方、気持ちを受け入れることに課題がある  
 ◎考える力はついてきているので、「伝える力」を！ 

 

【学部で大切にしたいこと】 
・前提として･･･適切な言葉遣い、話し方の手本、様々な表現、語彙を示していく 
 
・国語科目標イ、C読むことイ「出来事の順序や気持ちの変化～を捉えること」） 
中学部１段階及び２段階 Ｂ書くこと イ、ウ、エ Ｃ読むこと イ、エ 
◎順序、筋道立てて考える力 、表現する力を育む 

 
 
・自分の考えや気持ちを順序、筋道立てて伝える 
・人の思いや気持ちを受け入れる 

  

 

 

中学部 研究関連資料２ 

令和５年度 中学部  国語科  における大切にしたいこと 

２グループに分かれて協議した内容 
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中学部 国語科 Ａグループ 学習指導案 

            

日 時：１１月２４日(金)２校時 
場 所：中３教室 
生 徒：中学部 ３年生 ４名 
指導者：吉田翔一 

 
１ 単元名 作文～コンクールに応募しよう！～ 
 
２ 単元の目標 
 （１）作文の基本的な技法を理解し、文章の内容を読み取ったり、書いたりする。 （知識・技能） 
（２）自分が伝えたい内容を順序立てて整理し、文章の構成を考え、書く。 

             （思考力、判断力、表現力） 
（３）友達の文章を読んで自分との違いを認めて受け入れたり、文法を使うことのよさなどに気付い

たりする。（学習に向かう態度、人間性） 
 

３ 生徒と単元 
 （１）生徒について 
     本学習グループは、中学部３年生の男子２名、女子２名の計４名で構成されている。主な障害は

知的障害である。全員が小学校２～３年生程度の漢字を読み書きすることができる。漢字や俳句の
学習などは自分から進んで取り組む姿が見られるが、文章の読解や作文については、自信のなさか
ら消極的な様子が見られる。様々な活動の中で、考えたり思い付いたりする力はあるが、それらを
順序立てて整理して文章にしたり、友達の発言を聞いて内容の違いを認めたりすることには課題を
抱えている。また、ｉＰａｄを使用することへの意欲は強く、今年度の学習では、ロイロノートを
使用することで前時の振り返りができることに気付き、自分から前の時間の内容を調べる姿も見
られている。文章を書く経験は、日頃から学習の目標や振り返りを書く「キャリアノート」や新
聞作りなどがあり、自信はないが教師に相談するなどして書く様子が見られる。 
  

（２）単元について 
    本単元では、作文で用いられる情報の整理や文章の構成、接続詞などの基本的な技法について

学習する。これらは相手に自分の考えを伝える上で重要な要素である。発達段階を考慮して、国語
☆☆☆☆や国語☆☆☆☆☆、国語～四～上下の内容を参考とした。内容を整理したり順序立てたり
して文章構成を身に付けるために観点として「5W1H1R」、まとめ方として「始め－中－終わり」、
文章を構成する上で必要な言葉遣いである「敬体と常体」、文と文をつなぐのに必要な「つなぎ言
葉」の学習の５つの小単元で構成する。それぞれの小単元で、技法について学習・まとめを１時
間、前時の内容を用いて、自分で作文、発表、共有する時間を１時間とする。２時間に分かれた
授業構成となるため、授業のつながりに留意が必要にはなるが、板書やワークシート、ロイロノ
ートなどを活用すること、それぞれの活動に十分に時間を掛けて行うことなどからこのような小
単元の構成とした。また、単元の最後に全日本菓子協会が主催する「お菓子についての作文コン
テスト」への出展作品を作文する。テーマが普段からなじみのあるお菓子であることや字数が４
００～８００字以内とちょうどよい分量であること、作文をするという明確なゴールを設定でき
ることなどから、生徒が意欲的に学びに向かうきっかけになると考え学習活動を設定した。 
以上のような学習を行うことで生徒が多様な文章の表現方法を身に付け、自分の考えや感じた

ことを自分の言葉で表現することに自信をもてるようになると考える。また、生活単元学習での
新聞作成や総合的な学習の時間「みんなのためにプロジェクト」でのキャリアノートの作成など、
生活上の様々な場面で文章を書く場面があり、学習した内容を生かす場面が多岐に渡るため、学ん
だことを発揮、実感する機会が豊富であると考え本単元を設定した。 

 

（３）指導に当たって 
〈学習活動〉 
・１時間の活動量が多くなりすぎないように、用語の使い方について学習する時間と実際に学習した
ことを使って文を書く時間を分けて設定する。（主・深） 

・前時に学んだことを各自で振り返ることができるように、ロイロノートで自分のワークシート 

を振り返る時間を設ける。（主・対）      
・色々な考え方に触れることができるように、友達の文章を聞いたり、読んだりする時間を設定 

する。（対） 
 
 

〈場の設定、教材・教具〉 
・学習に見通しをもつことができるように、毎時間同じ様式のワークシートを使用する。(主） 

  ・必要な時に振り返ることができるように、黒板に学習した用語を掲示しておく。（深） 
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・必要な時に振り返ることができるように、ロイロノートに毎時のワークシートを蓄積する。 
(対・深) 

 
〈教師の働きかけ〉 
・生徒が自分の考えや気付きを主体的に話すことができるように、「できてるよ」「いいね」など 
 の肯定的な言葉掛けをする。（深） 

 
４ 指導計画（総時間数 １０時間） 

学習活動 ねらい 時数 

○作文 
～コンクールに応募しよう～ 

 「５Ｗ１Ｈ１Ｒ」 
※国語☆☆☆☆「文集」 

・書く内容について、いつ、どこで、何
がなどの項目ごとに、表を用いて整理
する。(思判表) 

・５Ｗ１Ｈ１Ｒで書かれている文章を読
んで、内容を読み取ったり、自分で文
章を書いたりする。(知・技) 

２時間 

○作文 
～コンクールに応募しよう～ 

 「始め－中－終わり」 
 ※国語☆☆☆☆ 

「順序よく書こう」 

・始め－中－終わりの文章構成になるよ
うに表を用いて内容を整理したり、文
章を書いたりする。（知・技）(思判表) 

・文章の構成による伝わり方の違いやよ
さについて気付いたり、考えたりする。
(学、人) 

２時間 
 

○作文 
～コンクールに応募しよう～ 

 「敬体と常体」 
 ※国語☆☆☆☆ 
      「敬体と常体」 

・話し言葉と書き言葉や敬体と常体の違
いに気付く。(学、人) 

・話し言葉を書き言葉に書き換えたり、
常体と敬体の違いを理解し、書き分け
たりする。(知・技) 

２時間 

○作文 
～コンクールに応募しよう～ 

 「つなぎ言葉」 
 ※国語四上－かがやき－ 
  「つなぎ言葉のはたらきを知

ろう」 
  国語四下－はばたき－ 
  「つながりに気をつけよう」 

・順接や逆接などの接続詞を正しく用い
て、文章を書く。(知・技) 

・接続詞の違いによる文章の意味の違い
や変化に気付く。(学、人) 

２時間 
（本時２／２時間） 

○作文 
～コンクールに応募しよう～ 

 「作文」 

・学習した文章の技法を使いながら、自
分の好きな物やことについて文章を作
る。(知・技)(思判表) 

・友達の作文を読んで自分との違いに気
付いたり、よさを考えたりする。        

(学、人) 

２時間 

※は参考とした教科書の題材 
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５ 本時の計画（総時数８／１０） 
（１）全体の目標 

・順接や逆接などの接続詞を正しく用いて、文章を書く。(知・技) 
・接続詞の違いによる文章の意味の違いや変化に気付き、友達のよいところを見つける。     

(学、人) 
 

（２）個別の目標       

氏名 生徒の実態と学習の様子 個別の指導計画の目標 単元の目標 本時の目標 

Ａ 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 学習活動にはとても意欲
的に取り組んでいる。分か
らない漢字や語句があると
きも自分から辞書で調べた
り、教師に質問したりする
ことができる。友達が困っ
ているときには教えてあげ
ることもある。ｉＰａｄの
操作も一人でスムーズに行
うことができる。 
 書きたい内容や伝えたい
ことはあるが、自分一人で
内容を整理したり、文章に
したりすることに自信がな
い。そのため、毎回同じよ
うな内容で文章を書いた
り、教師と相談したりする
姿が見られる。 
 友達の文章を読んで、「い
いね」や「おもしろい」と話
すが、具体的な内容や理由
などを伝えるのは難しい。 

・言葉の意味を理
解して読み書き
できる漢字を増
やす。 

・文章を正しく読
み取り、物語の
感想や意見を表
す。 

・作文の基本的な 
 技法を用いて、一
人で文章を書く。   

（知・技） 
・自分が伝えたい 
内容を順序立て
て整理し、言葉や
文章で表現する。     

（思判表） 
・友達の文章を読 
んで、自分との違
いを認めたり、よ
さなどに気付い
たりする。           

（学、人） 

・接続詞を正しく 

用いて、文章を書
く。（知・技） 

・友達の文章を読
んで、自分との
書き方や表現方
法などの違いに
気付く。 

（学、人） 

Ｂ 
 
 
 
 
 
 
 
 

 新しいことを学びたいと
いう意欲はあるが、周囲と
比較したり、難しいと感じ
たりすると情緒が不安定に
なることがある。授業で分
からなかったことがある
と、ノートに自分でまとめ
る、教師に聞くなど、自分か
ら行動に移すことができ
る。 
教師との交換日記では、

話し言葉で書くことが多
い。また、接続詞を用いて、
内容を整理して書くことが
難しい。 
友達の文を読んで感想を

話すことができるが、違い
やよいところを見付けるこ
とには教師の補助が必要で
ある。 

・物語を読んで出
来事を整理した
り、登場人物の
気持ちを考えた
りする。 

・作文の基本的な 
 技法を理解し、文
章の内容を読み
取ったり、書こう
としたりする。 

（知・技） 
・自分が伝えたい 
内容を順序立て
て整理し、文章の
構成を考え、言葉
や文章で表現す
る。（思判表） 

・友達の文章を読 
んで、自分との違
いを認めたり、よ
さなどに気付い
たりする。           

（学、人） 

・表を参考にしな 

がら、接続詞を用
い て 文 章 を 書
く。（知・技） 

・友達の文章を読
んでよいところ
を考える。 

（学、人） 

Ｃ 分からない、できないこ
とへの不安感が強く、学習
に取り組むのに時間がかか
ることがある。時間を設定
することで、自分で気持ち
の整理をして、学習に臨む
ことができる。分からない
ことや不安なことがあると
教師の関心を引こうとする
こともある。 
 文章を書くことに自信が

・物語や詩を読ん
で登場人物の気
持 ち を 考 え た
り、自分の感想
を発表したりす
る。 

・作文の基本的な 
 技法を理解し、自
信をもって文章
を書く。（知・技） 

・自分が伝えたい 
内容を順序立て
て整理し、言葉や
文章で表現する。      

（思判表） 
・友達の文章を読 
んで、違いを認め

・自分の書きたい 

ことについて、接
続詞を用いて文
章を書く。 

（知・技） 

・友達の文章を読
んで、自分との
違いやよいと感
じたことを友達
に伝える。 

（学、人） 
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ないが、教師と内容を確認
したり、経験がある内容で
あったりすると一人で文章
を書くことができる。 
 友達の文章に対して「こ
こが面白い」や「いいね」な
どと伝えることができる。 

たり、よさなどに
気付いたりする。           

（学、人） 

Ｄ どんな勉強にも真面目に
取り組む。授業の中でのや
り取りは教師との物が多
く、友達と相談したり、話し
たりする場面は少ない。 
 文章を書くときには思い
ついたことを短文で羅列す
る書き方になり、時系列や
伝えたいことが曖昧になっ
てしまう。 
 友達の文章を読んで、「い
いね」や「おもしろい」と話
すが、具体的な理由などを
伝えるのは難しい。 

・物語を読んで出
来事を整理した
り、登場人物の
気持ちを考えた
りする。 

・作文の基本的な 
 技法を理解し、文
章の内容を読み
取ったり、書いた
りする。（知・技） 

・自分が伝えたい 
内容を順序立て
て整理し、文章の
構成を考え、言葉
や文章で表現す
る。（思判表） 

・友達の文章を読 
んで、自分との違
いを受け入れた
り、よさなどに気
付いたりする。           

（学、人） 

・表を参考にしな 

がら、接続詞を用
いて文章を整理
して、書く。  

（知・技） 

・友達の文章を読
んで、自分との
書き方の違いや
よいところを考
える。（学、人） 

 

 
 
（３）配置図  ＜中学部３年教室前方＞  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
（４）板書計画 
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（５）学習過程  ※ 太字ゴシックは、学びの実感を高めるための働き掛け、手立て 
網掛けは個別の目標に関わる働き掛け、手立て            

時間（分） 学 習 活 動 教師の働きかけ、手立て 準備物等 

9:35 
(12) 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
9:47 
(20) 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

10:07 
(16) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
10:23 
(2) 

１ 始めの会をする。 
 (１)挨拶 
 (２)本時の活動の確認 
 (３)前時の振り返り 
 (４)めあての確認 
 
 
 
 
 
 
 
 
２ 自分でテーマを決めて 

作文する。 
(１)書く内容の整理 
(２)作文 

 (３)提出 
 (４)発表 
 
 
 
 
 
３ まとめをする。 
 (１)友達のよいところを 

友達のワークシートに
書く 

 (２)個別に振り返る 
 (３)提出 
 (４)先生から 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
４ 終わりの会をする。 
 (１)次時の内容の確認 
 (２)挨拶 

・ロイロノートにログインしておくことがで
きるようにｉＰａｄとＩＤカードを用意す
る。 

・前時の学習を思い出すことができるように、
ロイロノートで前時の板書とワークシート
を配付する。 

・今日の学習内容に見通しをもつことができ
るように、生徒からキーワードを引き出し
たり、めあてを穴埋めにしてヒントを伝え
たりする。 

 
 
 
・前時までに学習した「始め－中－終わり」で
の内容構成を意識することができるよう
に、ワークシートに情報を整理するための
表を用意したり、板書で示したりする。 

・作文をするときに確認することができるよ
うに、前時に学習した「つなぎ言葉」のポイ
ントをロイロノートで配布する。 

・他の生徒の文章を見ることができるように、
ロイロノートで生徒のワークシートを画面
共有する。 

 
・友達の作文を読んでの感想を書くことがで
きるように、「○○さんへ～○○より」とい
うスペースをワークシートに設ける。 

・友達のよいところを見つけるのに困ってい
る様子が見られた場合は、「つなぎ言葉が使
われているのはどこですか」や「よいと感じ
たところはどこですか」などの言葉掛けを
する。 

・次時の学習でも本時の内容を振り返ること
ができるように、ワークシートに本時の作
文をして分かったことや気付いたことをま
とめる場面を設定する。 

・発表した作文に使われている接続詞が分か
るように、ロイロノート上で教師が傍線を
書き加える。 

 
・次時の学習内容に見通しをもつことができ  
 るように、次回の学習で取り上げる内容に
ついてのキーワードを単元計画表で伝え
る。 

ｉＰａｄ 
ワークシート 
ＩＤカード 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
（６）評価 
 〈生徒〉・接続詞に関する表を活用して、自分の伝えたい内容をうまくつなげて文章を書くことがで        

きたか。 
・発表を聞いた感想や気付きをワークシートにまとめていく過程で、友達と自分の文章の違い 
やよさに気付くことができていたか。 

 
〈教師〉・生徒が内容を整理するための手立てや、他者の意見に触れる機会等の環境設定、学習活動は 

適切であったか。 
・友達と自分の文章の違いについて考えたり、接続詞の重要さに気付いたりするための手立て 
や題材設定は適切であったか。 
 
 

 

めあて  つなぎ言葉を使って、文章をつなげよう！ 
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（７） 個別の目標（本時）に関わる支援 

児童生徒名 目標を達成するための教師の働き掛け、手立て 支援を行う学習活動 

Ａ 

・つなぎ言葉を意識することができるように、前時に学ん

だ用語を黒板に掲示したり、ロイロノートに配布した

りする。 

・友達の文章との違いに気付くことができるように、「○

○さんは違う書き方をしているね」のような言葉掛け

をする。 

２ 作文を作る 

 

 

２ 作文を作る 

Ｂ 

・つなぎ言葉を使って、文章を書くことができるように、

様子を見て「できているよ」「いいね」などの肯定的な

言葉掛けをする。 

・友達の文章のよさに気付くことができるように、「○○

さんの文章はどう思う？」のような発問を行う。 

２ 作文を作る 

 

 

２ 作文を作る 

Ｃ 

・つなぎ言葉を使って、文章を書くことができるように、

様子を見て「できているよ」「いいね」などの肯定的な

言葉掛けをする。 

・友達の文章との違いに気付くことができるように、「○

○さんは違う書き方をしているね」のような言葉掛け

を行う。 

２ 作文を作る 

 

 

２ 作文を作る 

Ｄ 

・つなぎ言葉を意識することができるように、前時に学ん

だ用語を黒板に掲示したり、ロイロノートに配布した

りする。 

・友達の文章のよさや違いに気付くことができるように、

「○○さんの文章はどう思う？」のような発問や「○○

さんはこう書いていたよ」のような言葉掛けを行う。 

２ 作文を作る 

 

 

２ 作文を作る 
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高 等 部 



高等部の研究について 
  

１ 研究主題  生徒が主体的に学び、その学びを実感する授業づくり  

  

２ 学部研究の重点 
 ・生徒自らが目的意識をもち、これまでの経験や学びを活かすために筋道を立てて考え、友達と共に

問題解決していこうとする姿を目指した単元・授業づくり、授業改善を行う。 

 ・課題解決に向けて、様々な場面や状況に応じて、自らの成長や学びを実感できるように、学習計画、 

学習内容、一単位時間における授業構成、ＩＣＴ機器の活用、評価方法の検討を行う。 

 

３ 重点の設定理由 
高等部は、小・中学部で培ってきた力を地域社会で発揮して、卒業後の生活で生かせる力を積み重 

ねていく時期であると考える。 

 昨年度は、生徒が主体となって学びをつないでいく授業づくりとして、生徒の学びをつなぐための

単元づくりや授業づくりに取り組んだ。生徒が身に付けた力を発揮する場を効果的に設定したこと

で、生徒が見通しをもって活動を進めたり、繰り返しの中で自信をもって活動に取り組んだりするこ

とができた。しかし、生徒が必要感や達成感を感じる支援や振り返りの方法については課題が残っ

た。 

 また、作業学習などの各教科等を合わせた指導ではＩＣＴ機器を活用する機会が増え、手順表やこ

れまでの学習の記録をいつでも確認できるようになり、全体に共有することや、地域に自分たちの学

習の様子を発信するツールとして活用することができた。しかし、各教科等を合わせた指導以外での

授業での活用についてはまだ進んでおらず、活用の仕方について課題が残った。 

 そこで、昨年度までの成果と課題を受けて、学部研究の重点を上記の二点とした。自分の考えや気

持ちを順序、筋道を立てて考える力や豊かに感じたりする力に課題があることを踏まえ、国語科を対

象教科とした。生徒が自信をもって学んだり、学んだことを実感したりするための導入や振り返り、

学習活動、支援の在り方について検討することで、国語科の授業の質の向上につながり、資質・能力

を確かに育てることができると考える。また、ＩＣＴを効果的に活用した授業づくりを行うことで、

生徒の学習意欲を高めるとともに、より学びを実感することができると考え、重点を設定した。 

 

４ 研究仮説 
  国語科を対象教科とし、目標や評価を明確にした単元・授業づくり、及び一単位時間の授業におけ 

るめあてや振り返り、手立てなどを工夫しながら授業改善を行う。これらの実践を積み重ねていくこ

とで、単元や授業の質が向上し、生徒一人一人が目的意識をもって主体的に学習活動に取り組み、学

びを実感する姿を実現することができるだろう。 

 

５ 研究内容・方法 
（１）生徒が主体的に学び、その学びを積み重ねる単元づくり 

①研究対象となる国語科の目標及び評価の視点を明確にした単元づくり 

・研究対象となる国語科の年間単元、及び小単元の検討と評価 

 ・他の学習場面との関連付け 

②抽出生徒の変容の継続的な見取りと、それに伴う単元の改善 

 ・学習グループにおける、抽出生徒の実態や目標の検討と整理 

 ・抽出生徒の定期的な評価と共有 

 ・抽出生徒の変容を受けた単元の改善 

 

（２）生徒が学びを実感できる授業づくり 

  ①「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業づくり 

   ・「主体的・対話的で深い学び」の視点に沿った、一単位時間の授業の構成及び手立ての検討 

   ・一単位時間の授業の目標、及び評価の検討、改善 
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・生徒が主体的に学ぶ姿、学びを実感する姿の明確化、定期的な共有 

   ・めあてと振り返りの在り方の検討と実施、改善 

  ②研究授業と授業研究会の実施 

   ・事前授業研究会、全校授業研究会の実施 

  ③ＩＣＴ機器の効果的な活用方法と検討と実施 

   ・学習活動におけるＩＣＴ機器の活用についての検討 

  ④授業づくりの情報交換、共有の機会の設定 

   ・学部内で授業づくりに関する情報を共有する機会の設定 

   ・教材を展示し、見合う時間の設定 

 

６ 高等部研究計画 
月 主な内容 

４月 
【研究日】 
・高等部研究の方向性の確認 

５月 

【研究日】 
・「主体的に学ぶ姿」「学びを実感する姿」の確認 
・国語科の重点事項の確認 
・ＩＣＴミニ研修（モニター、ｉＰａｄ） 

６月 

【研究日】 
・抽出生徒の実態やねらいの確認 
・ＩＣＴミニ研修（実物投影機） 
【単元・題材検討日①】 
・地域との絆プロジェクトについて 

７月 

【研究日】 
・抽出生徒の実態や変容の確認と単元の検討 
・めあてと振り返りの在り方についての検討 
・ＩＣＴミニ研修（電子黒板） 
【単元・題材検討日②】 
・国語科の年間指導計画、前期実施の授業の見直し 
・対象グループの単元・題材構想の検討 

９月 

【研究日】 
・第 1回全校授業研究会の振り返り 
・全校研究会に向けて①（単元構想の確認、検討） 
・ＩＣＴミニ研修（フリーボード） 
【単元・題材検討日③】 
・地域との絆プロジェクト前期振り返りと後期検討 
【教材展示会】 
・国語科の教材を展示し、見合う 

１０月 
【研究日】 
・全校研究会に向けて②（一単位授業の検討） 
・ＩＣＴミニ研修（ロイロノート） 

１１月 

【研究日】 
・抽出生徒の変容の確認 
・全校授業研究会に向けて③（模擬授業） 
・事前授業研究会 

１２月 

【研究日】 
・第 2回全校授業研究会を終えて 
・全校授業研究会に向けて④（模擬授業） 
【全校授業研究会】 
・全校授業研究会授業提示、研究会 

１月  

【研究日】 
・学部研究のまとめ（成果と課題） 
【単元・題材検討日④】 
・対象教科の単元題材評価と次年度に向けて 

２月 
【単元・題材検討日⑤】 
・地域との絆プロジェクト後期の振り返りと次年度に向けて 

３月 
【研究日】 
・次年度の研究に向けて 
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７ 研究の実際 
（１）生徒が主体的に学び、その学びを積み重ねる単元づくり 

①研究対象となる国語科の目標及び評価の視点を明確にした単元づくり 

・高等部全体で目指す姿を「生徒自ら課題に気付き、課題解決のための学びを活かす場面や方法

が分かり、活かすことができたことを実感する姿」と確認し、目指す姿から、国語科における

主体的に学ぶ姿や学びを実感する姿につながる手立てや指導方法を学部全体で確認した。 

 

 

 

 

    

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・年度始めに、国語科の年間指導計画を元に単元づくりを行った。全校授業研究会対象グループ

の授業では「単元・題材構想シート」を活用し、単元全体の目標と評価の確認や学習指導要領

における目標・内容、小単元の検討と評価を行った（図１）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図１：単元・題材構想シート（一部）】 

※実物は、高等部研究資料後半に添付 

※高等部の目指す姿につながる手立て、指導方法 

「生徒自ら課題に気付き、 

・課題を設定し、生徒自ら解決していく学習活動の設定。 

・教師は、答えや見本を提示せず、考えるための視点の提示や、表現の仕方に困ってい

る際に、アドバイスをするなどの支援に徹する。 

・ロイロノートの活用によって、『個人で考える→集団で考えを共有→まとめ→発表』

の一連の流れをしやすいようにする。 

・生徒同士で考えを話しやすい雰囲気を作ることができるように、相手の考えを否定せ

ず、認める表現方法や、ルールを提示する。 

課題解決のための学びを活かす場面や方法が分かり、 

・課題解決の過程を言語化する活動を設定する。 

・課題や改善策を明確にする活動を設定する。 

・言葉の使い方を提示する。（ポジティブな表現方法、相手を認める言葉の使い方、考

える視点の提示、抽象的表現の具体化など） 

活かすことができたことを実感する姿」 

・課題解決につながる学習活動を繰り返し経験する。 

 ・自分の思いや考えを広げたり、相手によりよく伝えたりすることができること、お互

いのことを認め合い良好な関係を築いていくことができることなどを通して、「言葉

のもつよさ」を実感する。 
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＜成果：○ 課題：△＞ 

○生徒の学びの実感につなげるために、ＩＣＴ機器の有効的な活用や、題材の工夫などの学習内

容を改善することができた。改善したことにより、話合い活動が円滑に行われることや、共通

の題材について全体で議論するなど、対話的な場面を多く設定することができた。 

△単元の内容の前に、この単元を通して生徒に何を学ばせたいかを明確にする必要があった。そ

のためにも、学習指導要領における目標の内容の精査を年度始まりに行うべきだった。 

 

・他の学習場面との関連付けを行うために、「単元・題材検討シート」を活用して「地域との絆プ 

ロジェクト」や他教科との関連を繰り返し検討した。研究対象の国語科の学習の中で、年３回

の「絆カフェ・ショップ」での販売や、鷹巣駅前の商店街でのプランター設置やプランター撤

去などの学習とのつながりを意識できるよう、関連付けを学部全体で確認した。単元・題材検

討日には追加・訂正を行った（図２）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図２：高等部 単元・題材検討シート（一部）】 

 

＜成果：○ 課題：△＞ 

○国語科の学習の中で、学校行事や「地域との絆プロジェクト」に係わる活動に関する内容を題

材にすることで、生徒にとって身近なことや、経験したことのある事物の説明や感想を組み立

てる学習を積み重ねることができ、生徒の課題解決につながった。 

○全体を見通すことができたことで、研究対象以外の教科を見直すきっかけにもなり、内容を修

正していくことができた。 

△国語科の授業の中に多くの指導内容を盛り込む結果となり、国語科としての目標が曖昧になっ

た場面があった。単元・題材検討シートで整理する中で、教科の目標を明確にし、国語科でお

さえたい内容と他教科でおさえたい内容を見極める確認が必要だった。 

 

②抽出生徒の変容の継続的な見取りと、それに伴う単元の改善 

・学習グループにおける、抽出生徒の実態や目標の検討と整理を、「抽出児童生徒 事例検証シー

ト」で整理し、単元の学習内容の精査や定期的な評価、変容を受けた単元の改善を行った。３

グループから１名ずつ抽出生徒を出し、定期的に他グループの学習内容の共有や抽出生徒の変

容の共有を行い、有効な手立てを話合った。 

 

絆カフェ・ショップに向け

て、国語科では、人とのや

りとりの仕方や接客の際の

言葉遣い、商品の説明をす

る際の語順について、関連

して行うことを確認した。 
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＜抽出生徒Ｅの主な変容＞（図３） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図３：抽出生徒Ｅ 事例検証シート（一部）】 

※実物は学部研究資料後半に添付 

 

▲変容前の課題 

・相手や場面にあった話し方、言葉の選び方が難しい。 

・分かりやすく伝える、詳しく説明することが難しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎見られた変容 

１２月に北秋田地域振興局で行われた「絆カフェ・ショップ」の 

事後学習の発表場面で、絆ショップの運営を通してよかったこと、 

改善点を発表する場面があり、教師から質問され、その理由を付け 

加えて全体の場で詳しく説明することができた（写真１）。 

 

 

 

 

                              【写真１：事後学習 発表場面】 

変容のための手立て 

学習の中で身近な物を説明する場面や、友達との話合い活動を多く設定したことにより、発

表の機会が増え、相手に分かりやすく伝えるために発表の内容や言葉のよさを考えることに

前向きになった。相手の意見への同意だけでなく、授業の中で教師の質問に答えることで、具

体的にしたり、言い換えたりするなどして、グループの意見を改善することができた。 
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＜抽出生徒Ｋの主な変容＞（図４） 

 

【図４：抽出生徒Ｋ 事例検証シート（一部）】 

▲変容前の課題 

人と話すことが好きな生徒で、教師と話すことを楽しみにしている。経験のない事物、場所には興

味がなく、その興味のなさが言葉を覚えられないことの原因になることがある。しかし、普段会話す

る分には問題がないため、語彙の少なさに対する本人の困り感が少ない。 

また、メモを取る必要感がないため、大切なことやこの後必要なことをメモする場面になっても自

身の判断でメモを取ることは難しく、メモの取り方を授業内で触れても日常生活や現場実習などに般

化することが難しい。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎見られた変容 

 脳トレで出てきた場所の名前を日常生活で話すと、「その場所、知っ 

てますよ！」と教師に話して、その場所についての思い出話やエピソー 

ドを話すことができるようになった。 

スーパーでの職場実習の際、巡回に来た教師から初日に「メモを取 

るとよいですよ。」とアドバイスされてから、メモを取るタイミングを 

自分で判断し、品出ししなければならない品目を忘れないようにメモ 

し、品出しに活用することができた。国語の学習の中でメモの取り方 

のポイントにあった「箇条書きで書く」ことができていた（写真２）。 

 

 

                               

 

                                【写真２：職場実習のメモ】 

変容のための手立て 

毎時間脳トレ（古今東西ゲームなど言葉がたくさん出てくる学習）を行い、知らなかった単語

は色分けして書きためていく機会を作った。また、長い文章を聞くときのポイントやメモの取り

方の例示をし、例題やロールプレイで実践を重ねた。 

４
月
～
７
月 

８
月
～ 

 

月 

１０ 
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＜抽出生徒Ｎの主な変容＞（図５） 

 

【図５：抽出生徒Ｎ 事例検証シート（一部）】 

▲変容前の課題 

今まではやりたいことや要求を一方的に伝えることや、言葉ではなく唸ったりすることで伝える

ことが多かった。徐々に他者に興味をもってやりとりをする様子や、双方向のやりとりができるよ

うになってきたが、今年度になり、担任の女性教師と関わる際、関わりたい気持ちはあるが、急に

近づいたり、腕を触ったりなど不適切な関わりをしていた。会話をすることが正しい関わりと言う

ことを伝えてもどう話してよいか分からない様子だった。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎見られた変容 

  はじめは男性教師が話題シートを使用して会話の見本を見せたり、仲介したりした。徐々に一対

一で不適切な関わりをせず、「話題シート」を指差しながら、「好きな楽器はなんですか？」と質問

し、「トランペットが吹けますよ。Ｎさんは？」「キーボード」「何が弾けるの？」「校歌」「すごい

ね。」と自然と会話できる様子が見られるようになった（写真４）。                           

                             

 

 

 

 

 

 

 

       

 

【写真３：話題シート】         【写真４：教師と話す様子】 

変容のための手立て 

やりとりに特化した授業の流れを毎時間設定し、ロールプレイを重ねた。その中で「行きた

い所」「休みの日の過ごし方」など「話題シート」を用意し、日常生活に使う会話のやりとりや、

質問例を取り上げた（写真３）。また、気持ちの表現につながるように、「楽しい」「悲しい」な

どの選択肢を与えることで、今の気持ちを表現することにつなげようとした。 

。 

４
月
～
７
月 

８
月
～ 

 

月 

１０ 
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＜成果：○ 課題：△＞ 

○定期的に生徒の変容や授業を振り返ることができたため、課題点に目を向け次の小単元の設定

に生かすことができた。 

○授業内の変容以外にも、他の場面での変容を定期的に指導者間で確認することができた。 

   △めあての提示方法や振り返りの提示方法の改善には至らなかった。具体的にどのように改善し

ていけばよいのか、具体案を提示したり共有の際に他グループの有効だった提示方法を共有し

たりする必要があった。 

 

（２）生徒が学びを実感できる授業づくり 

①「主体的・対話的で深い学び」の視点からの授業づくり 

・生徒が主体的に学ぶ姿、学びを実感する姿の明確化、定期的な共有 

全校研究会提示グループ全員の実態を「実態・課題 整理シート」を使用し、実態把握とし

て、全員の実態を表で整理し、課題への具体的な手立てを確認した。定期的に見直し、学びの

実感の具体的な姿が適切であるかを学部全体で確認した。国語科の授業以外の実態や学級担任

からの視点など考慮すべき内容が多く確認でき、単元計画にも反映することができた（図６）。 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図６：実態・課題 整理シート（高等部国語科 A グループ）】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 生徒の実態を踏まえ

て、改善案を具体的にあ

げた。また、グループで

共通している課題には

網掛けをし、共通した課

題から単元・題材の検討

につなげた。 
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・一単位時間の授業の構成及び手立ての検討を行うために、国語科の指導グループ毎に「授業実 

践シート」を作成し、一単位時間の授業の構成から、学びの実感につながる手立てを整理し 

た（図７、図８）。 

     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【図７：授業実践シート】 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

  

            【図８：目標の改善前、改善後】 

 

 

＜成果：○ 課題：△＞ 

○全指導グループで作成したため、共通の手立てや有効だった手立てを学部で確認することがで

きた。また、単元計画と授業実践シートを合わせて使用することで、一単位時間の授業の目標

及び評価を学部で検討、改善することができた。 
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○一単位時間の構成を授業前に視覚化することで、組み立てを考えることができ、時間配分の検

討や学習内容の精査につながった。 

○学びの実感につながる手立てを整理することができたため、個の具体的な学びを実感する姿を

合わせて見取ることができた。 

△毎時間記入するシートではなかったため、単元を通して生かすことができなかった。 

 

＜成果：○ 課題：△＞ 

○課題から、学びを実感する姿の具体的な姿も学部全体で確認することができた。 

○当該グループの生徒の共通している課題や伸ばしていきたい力を整理することができた。 

△少人数学習であれば一人ひとり実態把握をできるが、大人数の集団になると同じように実態把

握をすることは難しい。 

△課題を整理していく中で、国語科だけではなくそれ以外の教科、指導場面で改善案を考えるこ

とができた。実態・課題整理シートを他教科の実態把握でも使用し、より生徒の課題に迫るこ

とが必要である。 

 

  ②研究授業と授業研究会の実施 

   ・他学部の全校授業研究会や、高等部では１１月に事前授業研究会、 

１２月に全校授業研究会を実施し、協議で挙がった点をもとに今後 

高等部職員で取り入れていきたいことや充実させたいことを具体的 

に話し合うことができた（写真５）。 

 

 

                                 【写真５：事前研究会 

事後研究会の様子】 

＜成果：○ 課題：△＞ 

○他学部の全校授業研究会では、ロイロノートのシンキングツールを取り入れるなど、ロイロノ

ートの使用方法の再考をすることができた。 

○事前授業研究会を行ったことで、授業者だけではなく学部全体で授業について考える時間を作

ることができた。 

○事前授業研究会の事後研では、めあてへの立ち返り、本時で学んだことの実感、その活かし方

が分かる振り返りが話題に挙がった。ロイロノートのアンケート機能や、感想を書く際にめあ

てを意識することができるような言葉掛けなど改善案を挙げることができた。また、板書も見

直すことができ、必要な情報を精査した板書にまとめることができた。 

○一単位時間で思考からまとめまで授業を展開することや、自宅で自分の考えをまとめてくる時

間をもつために、iPad の持ち帰りを（課題を宿題として）活用することができていた。 

△板書とＩＣＴのバランスが課題として残った。あくまでもロイロノートはノート（机上のもの）

として捉えた方がよいという意見が協議でもでていた。 

△国語科として何を学ばせたいかを明確にできていなかった。ねらいと内容の絞り込みが必要で

ある。 

△生徒が本時で「何を学んだか」「何が身に付いたか」が分かるような授業にする必要がある。 

 

  ③ＩＣＴ機器の効果的な活用方法の検討と実施（図９） 

    

 

 

 

 

 

 

 

  

９月 

ＩＣＴミニ研修で 

フリーボードの研修

を行う 

１０月 

授業でフリーボード

を使用し、意見を 

ｉＰａｄ上で整理 

１１月 

研究日に職員で検討

し、ロイロノートの

使用を検討すべき

という意見が出る。 

１２月 

中学部全校授業研究

会の際に話題に挙

がったシンキング

ツールを使用する。 

【図９：ＩＣＴ機器活用方法の検討と実施の流れ】 
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・ 

 

 

 

 

単元の初めには、意見を挙げて整理するのに効果的な iPadア 

プリ（フリーボード）を使用していた。iPadの操作に慣れてい 

る生徒達は記述で書くより手軽に意見を表出することができる 

ようになった。また、画像等も補足で付けるなど個人で工夫し 

て学習に取り組む様子が見られた（写真６、写真７）。 

 

 

                            【写真６：フリーボードを操作する 

生徒の様子】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 【写真７：実際のフリーボードの画面】 

 

３つのヒントで相手にお題

を伝えるクイズに取り組んだ。

カードにお題に関するヒント

を挙げていき、その中から３つ

選び、友達に説明する優先順位

を指で画面上に書いた。 

お題 

単元を進めていく中で、フリーボードは生徒同士の情報共有には不向きなことが分かり、共有す

ることに利便性のある iPadアプリ（ロイロノート）の活用に切り替えた。個人で考えた内容を一つ

の iPad に集約し、話合い活動に活用することができた。また、ロイロノートの機能にあるシンキン

グツールを使用することで、授業のねらいに迫ることができた。発表場面ではモニターにミラーリ

ングを行い、ロイロノート上で考えた内容を全体の場で発表することができた。 

（写真８、写真９、写真１０、写真１１） 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真８：個人で考えている様子】  【写真９：話合い場面】   【写真１０：発表場面】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

               【写真１１：実際のロイロノートの画面】 

 

 

 

楽しさ・面白さ 学べること 頑張っていること 
中学部よりステップアップ 
していること 

ミュージカル
では、セリフ
の言い方やダ
ンスの動きを
工夫すること
を頑張ってい
ます。 

 

高等部の活動の中にある「高等部の

よさ」を生徒が主体的に考えることが

できるように、「よさ」になる「楽しさ・

面白さ、学べること、がんばっている

こと、中学部よりステップアップして

いること」の４点を観点としてあげ、

シンキングツールで生徒に提示する

ようにした。 
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＜成果：○ 課題：△＞ 

○職員でＩＣＴミニ研修を定期的に行うことで、研修で行った iPad アプリを授業の中で活用し

てみようとする様子が多く見られた。 

○学部全体でロイロノートの使用方法の検討をできたことで、様々な改善案が出て、授業の改善

につながった。 

○生徒たちが積極的に使用する様子が見られた。 

○宿題で考えてきた際に、「この意見を書いた理由は何ですか？」と聞くと理由を説明できる生徒

が多数であった。家庭学習であっても根拠をもった意見を挙げようとする様子を見ることがで

きた。 

△ＩＣＴミニ研修を行ったが、教師の間で技術の差が現れ、苦手意識のある人や必要感を感じず、

日常的に活用できない人もいた。 

△教師が話している際や友達が発言している際に iPad を触っている様子が見られた。話合いの

ルールや iPad の使用のルールを授業前に確認すべきである。 

△iPadが小さいため、３人以上の話合い活動には向いていない。小グループが２つ程度であれば

モニターを使用して小グループ全員がちゃんと見えるようにする必要がある。 

 

  ④授業づくりの情報交換、共有の機会の設定 

   ・学部職員で国語の教材を見合う会を行い、他グループの教材を見る機会を設定した。 

（写真１４、１５） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真１４：教材全体】        【写真１５：教材を共有する様子】 

振り返り場面で、めあてに立ち返って振り返りできるようにロイロノートのアンケート機能を用い

た。全体がめあてに対して達成度をどのように考えているのか集計し、授業の最後にＴ１が紹介し

た。アンケート集計結果から、学びの履歴にある「具体的に説明する」といった改善案を見て、「自

分の経験したことを例に出したり、具体例をあげると分かりやすくなった」と前時の学びを本時の学

びに生かそうとする姿が振り返りでみられた（写真１２、写真１３）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【写真１２：学びの履歴】        【写真１３：アンケート集計画面】 
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＜成果：○ 課題：△＞ 

○普段他グループの教材を見る機会をとることができなかったが、お互いの教材を見合うことで、

どんな学習をしているのか共通理解することができ、各自の教材づくりのヒント、授業づくり

の参考となった。 

△今年度は１回しか開催できなかったため、単元の切り替わるタイミングや、長期休み毎など多

く回数を設定できると、授業づくりの参考になる。 

 

８ 成果と課題のまとめ 

成 果 
・国語科の学習と、「地域との絆プロジェクト」や各教科との関わりを「単元・題材検討シート」で整

理したことにより、生徒にとって経験したことのある事物の説明や感想を組み立てる学習を積み重

ねることができるような単元づくりに生かすことができた。 
・題材の工夫などの学習内容を改善したことにより、生徒同士の話合い活動が円滑に行われることや、

共通の題材について全体で議論するなど、対話的な場面を多く設定することができ、自分の意見に

自身をもって発表することができるようになり、学びの実感につながった。 

・一単位時間の構成を授業前に視覚化することで、時間配分の検討や学習内容の精査につながり、学

びの実感につながる手立てを整理することができた。 

・学習活動におけるＩＣＴ機器の活用によって、生徒が意欲的に自分の意見を伝えたり、相手により

よく伝わる方法を考えたりすることができた。また、家庭学習で iPad を持ち帰るなど新たな取り組

みを行い、生徒が帰宅後に授業について思い出したり、振り返ったりするきっかけになった。 

 

課 題 
・めあての提示方法や振り返りの改善には至らなかったため、具体的にどのように改善していけばよ

いのか、他グループの有効だった提示方法を共有したり、他学部の授業を参考にしたりする必要が

あった。 
・生徒が本時で「何を学んだか」「何が身に付いたか」が分かるようにするため、国語科として何を学 

ばせたいかを明確にするために学習指導要領における目標の内容の精査をし、ねらいと内容の絞り

込みをしていきたい。 

 ・ＩＣＴ機器の活用と板書のバランスや、iPad を使用する際のルールなど決めておいた方がよいこと

が課題に挙がったため、他教科での活用も含めて学習活動におけるＩＣＴ機器の活用の際の基板を

整えていきたい。 
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令和５年度 高等部 国語科における大切にしたいこと 

【国語科における実態】 

 ・語彙が不足や言葉の意味の理解が不足している。日常生活で誤った使い方

や伝え方のため、友達とトラブルになるときがある。 

 ・文章を自分で考えて読んだり、考えて書いたりすることに課題があるた

め、物事が正確に伝わらないことがある。 

 ・友達や教師と話し言葉で関わることが多く、場面に応じた敬語を適切に使

うことができないときがある。 

 

【学部で目指す姿など】 

・日常会話や敬語など社会生活に必要な知識や語句を学び、自分の言葉で表

現したり伝えたりする姿。 

・話し言葉と書き言葉の違いなど、表現したり理解したりするために必要な 

語句の量を増やし、話や文章の中で使う姿。 

  

【学部で大切にしたいこと】 

 

 ◎「言葉による見方・考え方」 

     対象と言葉、言葉と言葉との関係を、言葉の意味、働き、使い方等に着目

して捉えたり問い直したりして、言葉への自覚を高めること。 

 ・他者に自分の意見や思いを伝えるときに、互いの考えを尊重して、言語を通

して理解したり表現したりする。 

  友達同士で話している普段何気なく使っている話し言葉を捉え直し、時と場

合に応じた伝え方に言い換える。 

 

 ◎「知識及び技能」と「思考力、判断力、表現力」、「学びに向かう力、人間性

等」の３つの柱を意識した単元構成 

高等部 研究関連資料２ 
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令和５年度高等部国語科 各グループにおける大切にしたいこと 

【国語科における実態】 

・Ａグループ：学習指導要領中学部２段階～高等部１段階程度 

       語彙や一般常識の理解が少ない。 

・Ｂグループ：学習指導要領小学部３段階程度 

       文章を自分で考えて読んだり、考えたり書くことができない。 

       →物事が正確に伝わらない。 

・Ｃグループ：学習指導要領小学部２段階程度 

       「○○をしている」という文章を聞いて、その場面の写真を選ぶ

ことができる。 

・Ｄグループ：学習指導要領小学部１段階程度 

       言葉は分かっていそうだが、色や物の名前は分かっていない。 

・Ｅグループ：学習指導要領小学部２段階程度 

       平仮名は分かっているが、文字を見ても読めない。 

       行動と言葉はつながっている。 

 

【グループで大切にしたいこと】 

 学習指導要領解説 P．４５～４６を各グループの実態に合わせて取り組む。 

・Ａグループ：「言葉がもつよさ」「言語感覚」 

       相手や目的、場面や状況などに応じて、どのような言葉を選んで表

現するのが適切であるか直感的に判断する。 

・Ｂグループ：「伝え合う力」 

       語彙を増やし、言語を通して理解したり表現したりする力を高め

る。 

・Ｃグループ：「伝え合う力」 

       相手がいる状況で、相手からの質問を聞くことで質問に合った解答

をしたり、自分から質問してそれに答えてもらう経験を通して人と

のやりとりを楽しむことを感じてほしい。 

・Ｄグループ、Ｅグループ：「言語感覚」 

       聞いたり読んだり、具体物に触れたりする感覚の中で、言葉と物や

行動がつながる。 

 

高等部 研究関連資料３ 
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 高等部１・３年 Ａグループ 国語科 学習指導案 
 

日時  ：１２月１９日（火）２校時 

                         場所 ：高等部１年教室 

                       生徒 ：高等部 １・３年生 ５名 

                           指導者：伊藤千聡（Ｔ１）、港拓哉（Ｔ２） 

 

１ 単元名  高等部のよさを伝えよう 

 

２ 単元の目標 

（１） 意見を伝え合うときや発表するときの話し方を知り、相手の意見を尊重した言葉の使い方を理

解する。                               （知識・技能） 

（２） お互いの意見の共通点や相違点に注目して、言葉を選んだり内容を順序よく並べたりする。 

（思考力、判断力、表現力） 

（３）お互いに意見を伝え合い、自分や友達が選んだ言葉がもつよさや課題に気付き、自分の意見に

生かそうとする。                     （学びに向かう力、人間性） 

 

３ 生徒と単元 

 （１）生徒について 

本学習グループは高等部１年男子２名、１年女子２名、３年女子１名の計５名で構成されてい

る。卒業後の生活に向け、社会生活に必要な知識や語彙を学び、自分の言葉で表現したり伝えたり

することを国語科の目標とし、主に高等部国語科１段階の内容を学習している。国語科の学習意欲

の高い生徒が多く、積極的に発表したり、自分から国語辞典で調べたりする姿が見られる。話合い

など順序立てて話す経験が不足しており、自信をもって活動することが難しい場面もあるが、繰り

返し活動し見通しをもつことで少しずつ自信をもって活動できることも増えてきた。 

高等部では、年３回の絆カフェ・ショップでの販売や、鷹巣駅前の商店街でのプランター設置な

ど、地域の人と関わる学習を多く行っている。その中で地域の人との会話や、困ったときや難しい

とき、不安なときなど、自分が経験したことのない場面での適切な言葉や話し方が分からず、自分

の気持ちを自分の言葉で自信をもって伝えられない姿が見られる。また、日常生活の中では相手の

気持ちや状況を考えて発言、行動することが難しく、友達とトラブルになる生徒もいるが、興味・

関心のあることや自分が知っていること、経験したことを話題に友達や教師との会話を楽しんでい

る。 

 

 （２）単元について 

本単元は、生徒にとって身近な来年度高等部に入学する中学部生に、高等部に関する自分たちが

知っていることや経験したことのよさを伝える活動に取り組む。よさを伝える手段として、プレゼ

ンを扱い、敬語の使い方や具体例を挙げる、相手に伝わるように発表するときの話し方を身に付け

させたい。３ヒントゲームからステップアップしプレゼンに取り組むことで、発表のときの話し方

を学ぶ経験の積み重ねになると考える。プレゼンの内容を考える活動は、発表相手である中学部生

に高等部のよさが伝わるように適切な言葉を選んだり、伝わる話し方を意識したりすることにつな

がると考える。 

また本単元では、２つの小グループでの話合いに取り組み、発言した人の気持ちや話合いの状況

を推測して適切な言葉を選んで伝えたり、相手グループの意見を尊重したりする経験を重ねる。小

グループでの話合いは、自分と友達の意見に共通点や相違点があること、自分や友達が選んだ言葉

がもつよさや課題に気付くことで、話し合う相手の意見を尊重した言葉遣いでアドバイスをして、

自分の意見に自信をもって発表することができると考える。さらに、卒業後の生活を見通し、普段

の友達や教師との関わりの中で、伝える相手や目的に合わせた言葉選びや使い方、内容を順序よく

並べて伝える力も伸ばしていきたいと考え、本単元を設定した。 
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（３）指導に当たって 

 ＜学習活動＞ 

 ・生徒が見通しをもって取り組むことができるように、活動の順番や流れを一定にして繰り返し行 

う。（主） 

 ・生徒がお互いに評価し合うことができるように、考えたことを発表し合い、伝わったところを共有

したり、よりよく伝えることができるようにアドバイスしたりする時間を設ける。（対） 

 ・よりよく伝えることができるように、アドバイスをもとに改善したいことをグループで話し合う時

間を設ける。（深） 

 

 ＜場の設定、教材・教具＞ 

・見通しをもって学習に取り組むことができるように、活動の流れや時間を黒板に掲示する。（主） 

・相手意識や目的意識をもって取り組むことができるように、誰に、何をプレゼンするのか確認す

る。（主） 

・自分の意見を考えるときの参考になるように、今までの学習の過程を掲示したり、参考になる資料

を用意したりする。（主） 

 ・自分の意見を出したり、意見を整理したりしやすいように、ｉＰａｄのアプリ「ロイロノート」を

活用して、意見の順序を入れ替えられるようにしたり、必要な意見を選択したりできるようにす

る。（主）（深） 

・話合いで意見を伝えやすく比較しやすいように、小グループで１台のｉＰａｄに意見を集めて見る

ことができるようにする。（対） 

 ・自分から意見を伝えやすいように２つの小グループでの話合いを設定する。話し合う相手の意見を

尊重して話合いや発表、アドバイスができるように、必要に応じて話合いヒントカードを示す。 

（主）（対） 

・話合いでお互いのグループの意見を視覚的に共有しやすいように、話合いでまとまった意見をモニ

ターに掲示する。（主）（対） 

 

 ＜教師の働き掛け＞ 

 ・自分や友達の意見の共通点や相違点に注目して話合いができるように、キーワードとなる言葉を問

い掛ける。（主）（対）（深） 

 ・生徒が意欲をもって活動に取り組むことができるように、生徒の取組を称賛する言葉掛けをする。 

（主） 

  

４ 指導計画（総時数 １３時間） 

学習活動 ねらい 時数 
○３ヒントゲームをやって
みよう 

・２種類のヒントを比べる 

・敬語や具体例を挙げるなど、相手に伝わるように発表
するときの話し方を知る。（知・技） 

 

１時間 

○３ヒントゲームをつくっ
てみよう① 

・同じテーマで問題をつく
る 

・敬語や具体例を挙げるなど、相手に伝わるように発表
するときの話し方を理解する。（知・技） 

・分かりやすく説明するために、適切な言葉を選んだ
り、内容を順序よく並べ替えたりする。 

（思・判・表） 

２時間 

○３ヒントゲームをつくっ
てみよう② 

・友達と話し合って、問題
を改善する 

・自分や友達の意見の共通点や相違点を比べて、適切な
言葉を選んだり、内容を順序よく並べ替えたりする。
（思･判･表） 

・分かりやすく説明するために、適切な言葉を考えたり
友達の意見を参考にして考えたりする。（学、人） 

２時間 

○高等部のよさを伝えよう
① 

・相手を尊重した話合いの
仕方 

・意見の違いに注目する 

・話し合うときの相手の意見を尊重した言葉の使い方に
ついて理解する。（知・技） 

・お互いの意見の違いに気付いて、適切な言葉を選んだ
り、文章をまとめたりする。（思・判・表） 

４時間 
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○高等部のよさを伝えよう   
 ② 
・よりよいプレゼンにする
ために 

・お互いの意見の共通点や相違点を比較しながら適切な
言葉を選び、内容を順序よく並べたり、理由や事例を
付け加えたりする。（思・判・表） 

・お互いの意見を伝え合い、自分や友達が選んだ言葉の
よさや課題を見付けて、自分やグループの意見に生か
そうとする。（学、人） 

４ 時 間
（本時 

３/４時間） 

   ・次単元で高等部のよさを伝えるプレゼン動画を作成し、来年度高等部に入学する中学部生に見て

もらう機会を設定する。（１・２月） 

 
５ 本時の計画（総時数１２／１３） 
（１） 全体の目標 

・自分や友達が選んだ言葉の共通点や相違点に注目して適切な言葉を選んだり、理由や事例を付 
け加えながら内容を順序よく並べたりする。（思・判・表） 

      ・お互いの意見を伝え合い、自分や友達が選んだ言葉のよさや課題を見付けて、グループの意見
に生かそうとする。（学、人） 

 

（２）個別の目標 

氏

名 
生徒の実態、学習の様子 

個別の指導計画 

の目標（年間） 
単元の目標 本時の目標 

Ａ 
 
 

見通しがもてると、どんな活動
も積極的に取り組む。前単元の説
明書の読み取りでは、問題で問わ
れていることに印を付けると読み
取りやすいことを学び、自分から
印を付けて読むことができるよう
になった。自分から友達とコミュ
ニケーションをとろうとするが、
遠慮したり、逆に友達をあだ名で
呼んだりと距離がよめないことが
ある。プレゼンの内容を考える学
習では、「よさ」のポイントに沿っ
て必要な内容を選ぶことができる
ようになってきており、複数の意
見から共通している内容をまとめ
ることができる。 

・説明する相手
に応じて、話
す内容を整
理して、相手
に分かりや
すいように
伝える。 

 

・意見を伝え合うとき
の話し方を知り、相
手の意見を尊重した
言葉の使い方を理解
する。（知・技） 

・自分や友達の意見の
共通点や相違点に注
目して、伝えたい内
容を整理する。 

（思・判・表） 
・自分や友達が選んだ
言葉のよさや課題を
見付けて自分やグル
ープの意見に生か
す。（学、人） 

・自分や友達が選
んだ言葉の共通
点や相違点に注
目して内容を整
理する。 
（思・判・表） 

・自分や友達が選
んだ言葉のよさ
や課題を見付け
て、グループの
意見に生かそう
とする。 

（学、人） 

Ｂ 
 
 

分からないことがあるとき、不
安なときに自分から相談できる。
自分の思いを文章で表す力がある
程度身に付いているが、敬体と常
体が混ざったり、一文が長く分か
りにくかったりすることが多い。
話を聞いてほしい思いが強く、一
方的に話したり、人の話に割り込
んで話したりして、相手や状況に
応じて話すことが難しいことがあ
る。話合いの場面では、複数の意
見を比べて共通している内容を概
ね理解できる。今後は相違点のあ
る意見からよりよい言葉を見付け
たり、内容を順序よく並べたりす
る経験を重ねる必要がある。 

・物語から、相
手の気持ちや
場面の情景を
読み取る。 

・意見を伝え合うとき
の言葉を知り、相手
を尊重した言葉を選
んで使う。（知・技） 

・お互いに意見を伝え
ながら、友達の意見
を参考によりよい言
葉を選び順序よく内
容を並べる。 

（思・判・表） 
・友達と意見を伝え合
い、自分や友達が選
んだ言葉のよさや課
題を見付けて、自分
の意見に生かそうと
する。（学、人） 

・自分や友達の意
見の共通点や相
違点に注目して
適切な言葉を選
び、理由や事例
を付け加えて順
序よく内容を並
べる。 
（思・判・表） 

・友達と意見を伝
え合い、自分や
友達が選んだ言
葉のよさを見付
ける。（学、人） 
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Ｃ 
 
 

 前単元で取り組んだ説明書の読
み取りは、得意な学習であったた
め意欲的で、正しく読み取ること
ができた。不安なとき、困ってい
るとき、友達と関わるときなど
に、自分の気持ちを上手く伝えら
れないことがある。相手の思いを
考えずに話すことがあり、友達に
不快な思いをさせてしまうことが
ある。プレゼンの内容を考える学
習では「よさ」のポイントを確認
しながら、より相手に伝えたいこ
とを意識して内容を整理できる。
相手に伝わりやすいように順序よ
く内容を並べることを意識する必
要がある。 

・自分の言葉
で、自分の考
えや思いを相
手に分かりや
すく伝える。 

 

・相手の意見を尊重し
た言葉を選んで使
う。（知・技） 

・お互いの意見の共通
点や相違点を基に適
切な言葉を選ぶ。 

（思・判・表） 
・お互いを尊重しなが
ら意見を伝え合い、
自分や友達が選んだ
言葉のよさを見付け
る。（学、人） 

・自分や友達が選
んだ言葉の共通
点や相違点に注
目して適切な言
葉を選び、理由
や事例を付け加
えて、順序よく
内容を並べる。
（思・判・表） 

・お互いを尊重し
て意見を伝え合
い、自分や友達
が選んだ言葉の
よさを見付け
る。（学、人） 

Ｄ 
 
 

 見通しのある活動やパターンが
決まっている活動が得意で、分か
らないことは国語辞典で調べる習
慣が身に付いてきている。自分か
ら人とコミュニケーションをとる
ことが少なく、困ったときや難し
いことがあるときに相談すること
が難しい。相手の気持ちに合わせ
た言葉選びや話し方が分からず、
考え込むことがある。話合いの場
面では、自分や友達の意見の共通
点や相違点をもとに、グループの
友達へ同意を示すようになってき
ている。 

・体験したこ
とを順序よ
く文章にし
たり、自分の
感想や考え
を項目に沿
ってまとめ
て話したり
する。 

・意見を伝え合うとき
の言葉を知り、相手
を尊重した言葉を選
ぶ。（知・技） 

・お互いに意見を伝え
合いながら、友達の
意見も参考にして順
序よく内容を並べ
る。（思・判・表） 

・自分の意見に自信を
もち、自分から意見
を伝えたり友達の意
見を受け入れたりす
る。（学、人） 

・自分や友達が選
んだ言葉の共通
点や相違点に注
目して適切な言
葉を選ぶ。 
（思・判・表） 

・自分から意見を
伝えたり、受け
止めたりしなが
ら、自分や友達
が選んだ言葉の
よさに気付く。     

（学、人） 

Ｅ 

 

 

 

抽

出

生

徒 

前単元の説明書の読み取りで
は、将来自分が使うときに気を付
けることは何かを考えて読むこと
ができた。相手の気持ちや場面に
合った話し方、適切な言葉の選び
方が難しいことがあり、相手に自
分の思いが正しく伝わらないこと
がある。話合いの場面では、自分
や友達の意見を見て、共通してい
る内容を概ね理解できる。「よさ」
のポイント表を参考に、相違点に
気付いてより相手によさが伝わり
やすい言葉を選ぶ経験を重ねてい
る。 

・色々な文章
に触れて内
容を正確に
読み取った
り聞き取っ
たりし、相手
や目的に応
じた文章を
書く。 

・意見を伝え合うとき
の言葉を知り、相手
を尊重した言葉を選
んだり、適切に言葉
を使ったりする。

（知・技） 
・お互いの意見の共通
点や相違点に注目し
てよさが伝わる言葉
を選ぶ。 

（思・判・表） 
・自分や友達が選んだ
言葉のよさに気付い
て、それを生かして
グループの意見をよ
りよいものにする。 

（学、人） 

・自分や友達が選
んだ言葉を共通
点や相違点に注
目してよさが伝
わる言葉を選
ぶ。     
（思・判・表） 

・お互いの意見の
よさや課題に気
付き、それをグ
ループの意見に
生かす。 

（学、人） 
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（３）配置図                                       

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

       

  ＜活動１、２＞               ＜活動３、４、５＞ 

 

 

（４）板書計画                                       
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学
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え
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ゼ
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改
善
点
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ま
と
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イ
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（５）学習過程                （※ゴシック体は、学びの実感に関する手立て） 

 

時間

（分） 
学習活動 教師の働き掛け、手立て 準備物 

9：45 

（５） 

 

 

 

 

 

 

9：50 

（35） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

10：25 

（10） 

１ はじめの挨拶をする。 

２ 本時の学習について確

認する。 

 

 

 

 

 

３ 高等部のよさについて

プレゼンを考える。 

テーマ：絆カフェ・ 

ショップ 

(１)自分の意見を書

く。 

(２)グループごとに１

台のｉＰａｄに意

見をまとめる。 

(３)ｉＰａｄを見なが

らグループの意見

について話合う。 

１グループ（Ｔ２） 

 Ａ、Ｃ、Ｄ 

 

２グループ（Ｔ１） 

 Ｂ、Ｅ 

(４)グループの意見を

まとめる。 

(５)プレゼンをする。 

(６)プレゼンの内容に

ついてアドバイス

する。 

 

４ グループで振り返りを

する。 

(１)アドバイスをもと

に、プレゼンを改

善する。 

(２)改善したプレゼン

をする。 

(３)今日の振り返り、

改善したプレゼン

への感想を書く。 

 

５ 終わりの挨拶をする。 

 

・プレゼンする相手や目的を意識できるよう

に、だれに、なにを、どうやって伝えるかを

確認する。 

・見通しをもって本時の学習に取り組むことが

できるように、予定表や本時の学習予定を確

認する。（Ｔ１） 

 

 

・意見を出すのが難しい生徒には、ポイント表

や学びの履歴の掲示物を参考にするように提

案したり、選択肢を与えたりする。 

・質問があるとき、困っているときは、適切な

話し方で教師に話すことを確認する。 

・お互いの意見を尊重して話合うことができる

ように、必要に応じて話合いヒントカードを

確認するように言葉掛けをする。 

・特にグループの意見の相違点に注目できるよ

うに、「よさ」のポイントを意識できるような

発問をする。 

・グループの意見をまとめやすいように、相手 

に伝わりやすい順序になっているか問い掛け 

る。 

・お互いのグループの意見が確認しやすいよう

に、ｉＰａｄの画面をモニターで共有する。       

（Ｔ１） 

・より相手に伝わるプレゼンを考えられるよう

に、聞き手のグループと「よさ」のポイント

を参考にしながら、ロイロノート上に伝わっ

たところ、伝わらなかったところを書き込む。 

（Ｔ１） 

 

 

・プレゼンの改善がしやすいように、聞き手の

グループから挙がった意見やアドバイスを短

冊に記し改善点に示す。（Ｔ２） 

・改善点が分かりやすいように、どのように改

善したのか板書で示す。（Ｔ１） 

・改善して伝わりやすくなったことを実感でき

るように、相手グループからの感想を紹介す

る。（Ｔ１） 

予定表 

本時の学

習予定 

 

 

 

 

 

ｉＰａｄ 

学びの履

歴の掲示

物 

ホワイト

ボード 

話合いヒ

ントカー

ド 

「よさ」

のポイン

ト表 

 

 

 

 

モニター 

ケーブル 

短冊 

ペン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

めあて  より高等部のよさを伝えられるプレゼンの内容を考えよう。 
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（６）評価 

＜生徒＞ 

・自分や友達が選んだ言葉の共通点や相違点に気付き、適切な言葉を選んだり、理由や事例を付け加 

えながら内容を並べたりすることができたか。 

・お互いの意見を伝え合い、自分や友達が選んだ言葉のよさや課題を見付けて、グループの意見をより

よいものにできたか。 

 

＜教師＞ 

・それぞれの意見の共通点や相違点に注目して適切な言葉を選んだり、理由や事例を付け加えながら内

容を並べたりするための話合いの場の設定や教材は適切だったか。 

・お互いの意見を伝え合う中で、自分や友達が選んだ言葉のよさや課題を見付けられるような話合いの

場の設定や言葉掛けが適切だったか。 

 

（７）個別の目標（本時）に関わる支援 

生徒名 目標を達成するための教師の働き掛け、手立て 
支援を行う学習活

動 

Ａ 

・自分や友達の意見の共通点や相違点に気付いたり、言葉の

よさを見付けたりすることができるように、「よさ」のポイ

ントを参考にするように促す。（Ｔ１） 

・プレゼンの内容を整理しやすいように、「よさ」のポイント

をもとに相手に伝わりやすい順序になっているか問い掛け

る。（Ｔ２） 

３ 高等部のよさ

についてプレ

ゼンを考える 

４ グループで振

り返りをする 

Ｂ 

・自分や友達の意見の共通点や相違点に気付いたり、言葉の

よさを見付けたりすることができるように、「よさ」のポイ

ントを参考にするように促す。（Ｔ１） 

・順序よく内容を並べることができるように、「よさ」のポイ

ントを確認したり、相手に伝わりやすいか問い掛けたりす

る。（Ｔ１） 

３ 高等部のよさ

についてプレ

ゼンを考える 

４ グループで振

り返りをする 

Ｃ 

・話合いで相手を尊重しながら意見を伝えたり、感想を話し

たりできるように、話合いヒントカードを確認するように

促す。（Ｔ１、Ｔ２） 

・自分や友達の意見の共通点や相違点に気付き、よりよい言

葉を見付けられるように、「よさ」のポイントを基に言葉を

選んだ理由を問い掛ける。（Ｔ２） 

３ 高等部のよさ

についてプレ

ゼンを考える 

４ グループで振

り返りをする 

Ｄ 

・自分や友達の意見の共通点や相違点に気付くことができる

ように、意見の中で共通している内容は何かを問い掛けた

り、必要に応じて別の言葉に言い換えて説明したりする。     

（Ｔ２） 

・自分の意見を出すことが難しいときには、選択肢や参考に

なる資料を示したりする。（Ｔ２） 

３ 高等部のよさ

についてプレ

ゼンを考える 

Ｅ 

・自分や友達の意見の共通点や相違点に気付くことができる

ように、意見の中で共通している内容を問い掛ける。（Ｔ１） 

・お互いの意見のよさに気付きグループの意見に生かしやす

いように、「よさ」のポイントを基にどの意見をプレゼンに

使うか問い掛ける。（Ｔ１） 

３ 高等部のよさ

についてプレ

ゼンを考える 
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